
ＩＡＥＡって何？①

• 第2次世界大戦終結後、原子力の商業的利用に対
する関心の増大とともに、核兵器の拡散に対する懸
念が強まり、原子力は国際的に管理すべきであると
の考えが広まった

• 1953年の国連総会におけるアイゼンハワー米国大
統領による演説（「Atoms for Peace」）を直接の契機
として、国際原子力機関（IAEA：International 
Atomic Energy Agency）創設の気運が高まり、1954
年に、国連においてIAEA憲章草案のための協議が
開始された。
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ＩＡＥＡって何？②

• 1956年、IAEA憲章採択会議においてIAEA
憲章草案が採択され、1957年7月29日、IAEA
憲章は所要の批准数を得て発効し、IAEAが
発足

• 国家間組織
• 国連と協定を結び、深いかかわりがある
• 2012年4月現在、加盟国は154ヶ国
• 本部はウィーン
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ＩＡＥＡの目的

ＩＡＥＡは、原子力の平和的利用を促
進するとともに、

原子力が平和的利用から軍事的利用
に転用されることを防止することを目
的とする。
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ＩＡＥＡ憲章

第2条　目的
この機関は、全世界において平和と健康と富へ
の原子力の貢献を加速し、増大させるよう務め
る

第3条　機能
A.この機関は属性として
1.全世界において、平和的目的の原子力の開
発と実際的使用を、またその分野の研究を、勧
奨しかつ援助する

4



ＩＡＥＡの組織
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ＷＨＯによる1995年国際会議

• 「チェルノブイリをはじめとする放射線事故へ
の影響」（1995年11月ジュネーブにて）

• チェルノブイリの影響を明らかにしようとする野
心的試み

• ＩＡＥＡによる原子力推進派の動員
• 報告書類は発表されなかった
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ＩＡＥＡの１９９６年４月の会議
「チェルノブイリ事故から10年」

「チェルノブイリ事故から10年が経過したが、最も被害
を受けた地域で、放射線にさらされた子どもたちの間
に甲状腺がんが劇的に増加したほかは、被害の甚大
な３国でも、事故の結果による被ばくによる甚大な影響
はなかった。事故に起因すると考えられるどのような種
類のがんにおいても、死亡率の際立った増加は全く見
られない。
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多くの子どもは甲状腺、免疫、呼吸器、消化器の疾患
が進行するリスクにあることがわかり、これは1989年
―1990年に具体的となった
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実際は…

「チェルノブイリ被害調査・救援」女性ネットワーク翻訳資料
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IAEAと福島県の合意

放射線モニタリング及び除染の分野における協
力に関する福島県と国際原子力機関との間の
実施取決め

①放射線モニタリングに関する調査研究

②オフサイト除染に関する調査研究

③放射性廃棄物管理に関する調査研究
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IAEAと福島県立医大による協定

人の健康の分野における協力に関する福島県
立医科大学と国際原子力機関との間の実施取
決め

①健康管理調査

②能力開発及び研究

③啓発の強化

④専門家による支援及び情報の交換
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●健康管理調査：ＩＡＥＡは、福島健康管理調査プロジェ
クトの実施に際し、大学を支援する。

●能力開発及び研究：両当事者は、人の健康プログラ
ム（放射線緊急医療を含む）に関する能力開発及び研
究に協力する。

●啓発の強化：ＩＡＥＡは、放射線が人の健康に与える
影響に関する啓発を強化し、福島県民の放射線に対
する不安及び心的外傷後ストレス障害に取り組むこと
を目的として、大学と協力して、会議、セミナー及びワー
クショップを開催するよう努める。

●専門家による支援及び情報の交換：両当事者は、前
記の共同活動を実施する上で、専門家による支援、情
報データ及び資料を交換する。
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８ 情報の普及　

…両当事者は、他方の当事者によって秘密とし
て指定された情報の秘密性を確保する。

９知的財産

両当事者は、ＩＡＥＡ憲章上の任務（特に、ＩＡＥ
Ａ加盟国間の情報の交換の促進）を尊重しつつ、
適当な場合かつ必要に応じ、知的財産及び知
的財産権に関連する事項について相互に協議
する。
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